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論文の内容の要旨
　統計的分布の高次の近似は理論的展開においてのみならず実用面においても重要な役割を果たすことが多い。本
論文では，一般化2項目分布の近似，離散指数型分布族の母数のランダム信頼区問の近似的構成，尖度統計量b。
の分布のパーセント点の近似，離散型分布の大偏差近似について考察した。
　（i）成功する確率pをもつ独立でないBemou1li試行列において，その結果の和の分布は再帰的に一般化2項分
布として導出した。また，pをあるべ一タ分布に従う確率変数と見なして，Bayes的観点からその結果の和の分布
が負の超幾何分布（またはべ一タ2項分布）になることを示した。いずれの場合にも分布の正規近似，Edgeworth
（展開による）近似を行った結果，Edgeworth近似が精確であることが分かった。
　（ii）通常，離散型分布の場合に与えられた大きさをもつ非ランダム検定または信頼区問を求めることはできな
い。実際の大きさが予め与えられた有意水準とは全く異なるようなことが時々起こる。一方，ランダム（統計）方
式は理論的には優れているが，実際家にとっては受け入れ難い。最近，著者らはユ母数離散指数型分布族におい
て，最適なランダム検定からランダム信頼区間を構成する方法を提案し，さらにEdgeworth展開を用いてその近
似式を導出した。本論文ではその方法を用いて，種々の分布の下でランダム信頼区間を構成し，その近似精度を
数値的に比較検討した。その緒果，2項分布，Poisson分布，負の2項分布，対数級数分布の場合に，3次近似の
方法がかなり精確であることが確かめられた。
　（iii）正規性の検定において重要な役割を果たす正規標本Xl，…，X、、に基づく尖度統計量b。の分布のパーセント
点の近似について考察した。本論文ではAkahira（1995）において非心t分布のパーセント点の近似式を求めた方
法と類似の方法によって，b。の分布のパーセントの近似式をCornisHisher展開を用いて導出した。実際，仮説H
を母集団分布が正規分布であるとし，その下でb。の分布を考えた。また，Hの下ではb。と標本平均周りの2次の
標本モーメントは互いに独立になることも利用した。本論文で得た近似式は，Pearson系の分布への当てはめで得
たPears㎝andHart1ey（1976）の数値と比較してもかなり良い数値を与えていることが分かった。
　（1v）統計的推測の高次漸近理論ではEdgeworth近似がよく用いられ，推定方式，検定方式などの高次の漸近的
性質が論じられてきた。実際，推定方式の真の母数の周りで集中確率を漸近的に求めるときには漸近分布の中心
部分を必要とし，そのときEdgeworth近似が重要な役割を果たした。一方，Bahadur効率は漸近分布の裾の部分に
基づいていて，大偏差確率を必要とする。本論文では，独立な離散型確率変数の和Sの分布に対する大偏差（原
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理による）近似を高次の次数まで求めて，通常用いられている正規近似，Edgeworth近似と比較検討した。実際，
2項分布，負の2項分布の場合に，和Sの裾確率の2次の大偏差近似が，Jensen（1995）における鞍部点近似等と
も比較しても，かなり良い近似になっていることが確かめられた。
審査の結果の要旨
　統計的推測方式に対して極めて有用な統計的分布の高次の近似をEdgeworth展開，大偏差原理等に基づいて導
出した。特に離散指数型分布族におけるランダム信頼区間の高次の漸近的構成，離散型確率変数の和の分布の高
次の大偏差近似等は独創的な研究であり，実際問題への応用の面からも有用であることとして高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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